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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原稿画像を読み取る読取手段と、
　白基準部材を前記読取手段により読み取って得られたシェーディング補正のためのゲイ
ン及び光源を消灯した状態における前記読取手段の出力値に基づくオフセットによって、
前記原稿画像を前記読取手段により読み取って得られた原稿画像データに対してシェーデ
ィング補正を行うシェーディング補正手段と、
　少なくとも２つの異なる濃度の濃度パターンを有する濃度基準原稿を前記読取手段の主
走査方向の複数位置にてそれぞれ読み取って得られた読取データに基づいたゲイン補正値
及びオフセット補正値によって、前記読取手段の主走査方向の複数位置の読取特性差を低
減するように前記シェーディング補正のためのゲイン及びオフセットを補正するデータ補
正手段と、を有することを特徴とする画像読取装置。
【請求項２】
　原稿の表面画像を読み取る第１の読取手段と、
　前記原稿の裏面画像を読み取る第２の読取手段と、
　白基準部材を前記第１及び第２の読取手段のそれぞれにより読み取って得られたシェー
ディング補正のための第１及び第２のゲイン並びに光源を消灯した状態における該第１及
び第２の読取手段それぞれの出力値に基づく第１及び第２のオフセットによって、前記原
稿の前記表面画像及び前記裏面画像をそれぞれ前記第１及び第２の読取手段により読み取
って得られた第１及び第２の原稿画像データそれぞれに対してシェーディング補正を行う



(2) JP 4785690 B2 2011.10.5

10

20

30

40

50

シェーディング補正手段と、
　少なくとも２つの異なる濃度の濃度パターンを有する濃度基準原稿を前記第１及び第２
の読取手段によりそれぞれ読み取って得られた読取データに基づいたゲイン補正値及びオ
フセット補正値によって、前記第１及び第２の読取手段の読取特性差を低減するように前
記第１のゲインと前記第１のオフセット及び前記第２のゲインと前記第２のオフセットの
両方または一方のゲイン及びオフセットを補正するデータ補正手段と、を有することを特
徴とする画像読取装置。
【請求項３】
　原稿画像を読み取る読取手段を有する画像読取装置の制御方法であって、
　前記原稿画像を前記読取手段により読み取る読取ステップと、
　白基準部材を前記読取手段により読み取って得られたシェーディング補正のためのゲイ
ン及び光源を消灯した状態における前記読取手段の出力値に基づくオフセットによって、
前記原稿画像を前記読取手段により読み取って得られた原稿画像データに対してシェーデ
ィング補正を行うシェーディング補正ステップと、
　少なくとも２つの異なる濃度の濃度パターンを有する濃度基準原稿を前記読取手段の主
走査方向の複数位置にてそれぞれ読み取って得られた読取データに基づいたゲイン補正値
及びオフセット補正値によって、前記読取手段の主走査方向の複数位置の読取特性差を低
減するように前記シェーディング補正のためのゲイン及びオフセットを補正するデータ補
正ステップと、を有することを特徴とする画像読取装置の制御方法。
【請求項４】
　原稿の表面画像を読み取る第１の読取手段と、前記原稿の裏面画像を読み取る第２の読
取手段と、を有する画像読取装置の制御方法であって、
　前記原稿の表面画像を前記第１の読取手段により読み取る第１の読取ステップと、
　前記原稿の裏面画像を前記第２の読取手段により読み取る第２の読取ステップと、
　白基準部材を前記第１及び第２の読取手段のそれぞれにより読み取って得られたシェー
ディング補正のための第１及び第２のゲイン並びに光源を消灯した状態における該第１及
び第２の読取手段それぞれの出力値に基づく第１及び第２のオフセットによって、前記原
稿の前記表面画像及び前記裏面画像をそれぞれ前記第１及び第２の読取手段により読み取
って得られた第１及び第２の原稿画像データそれぞれに対してシェーディング補正を行う
シェーディング補正ステップと、
　少なくとも２つの異なる濃度の濃度パターンを有する濃度基準原稿を前記第１及び第２
の読取手段によりそれぞれ読み取って得られた読取データに基づいたゲイン補正値及びオ
フセット補正値によって、前記第１及び第２の読取手段の読取特性差を低減するように前
記第１のゲインと前記第１のオフセット及び前記第２のゲインと前記第２のオフセットの
両方または一方のゲイン及びオフセットを補正するデータ補正ステップと、を有すること
を特徴とする画像読取装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、デジタル複写機、ファクシミリ装置、スキャナ等の画像読取装置及び画像読
取装置の制御方法に関し、特に、原稿の両面を同時に一度の搬送で読み取る両面同時読み
取り構成を持った画像読取装置及び画像読取装置の制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、電子政府構想に基づき、各種公的証明書の申請・届出に関する一連のシステム開
発が盛んに行われている。そうした動きは民間においても盛んであり、個人情報保護意識
の高まりやオフィスにおける機密情報保護の要請も受けて、紙ドキュメントに関するセキ
ュリティ技術への注目は増すばかりである。
【０００３】
　そうしたセキュリティ技術の代表例として偽造防止技術があり、画像データ中に微細で
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複雑な構造を埋め込み、機密文章をコピー不能にするセキュリティ印刷技術、そのセキュ
リティ文章を正確に読み取り機密文章か否かを判断する判別技術も重要となる。
【０００４】
　オフィスにおいて、紙ドキュメントを印刷する際に最もよく使用されるのは複写機であ
り、複写機にも紙幣の偽造防止や機密文章の不正複写を防止する手段は必須のものとなっ
ている。特に、画像読み取り装置には、精度の高い読み取りが求められることになる。
【０００５】
　ところで、複写機等に使用される画像読み取り装置には、自動原稿給送装置１００によ
り原稿を１ページずつ原稿台ガラス上に搬送し、その搬送路に固定された露光装置により
露光することで原稿の画像を読み取る、いわゆる「流し読み」を行うものが知られている
。この技術に関しては、例えば、特許文献１がある。また、生産性向上のために画像読み
取り装置を２つ設けて、原稿の表裏を一度の搬送で読み取るものが知られている（例えば
、特許文献２参照）。
【０００６】
　原稿の表裏を一度の搬送で読み取る構成を有する画像読み取り装置において、両面原稿
読み取り時に原稿の画像読み取り位置の違いによる光量のばらつきが発生することがある
。また、表面原稿の読み取り値と裏面原稿の読み取り値に差異が生じることがある。この
ような場合、上記セキュリティの観点からも、また、再現される色や濃度が異なってしま
うことからも問題となる。
【０００７】
　この両面原稿画像読み取り時の表裏読み取りレベル差及び原稿の読み取り位置による光
量のばらつきを補正する手段として、基準白色板を用いてシェーディング補正を行い、読
み取りモードが異なる場合でも同等な読み値となるよう補正する手段が知られている。こ
の技術に関しては、例えば、特許文献３がある。
【特許文献１】特開２００１－２８５５９５号公報
【特許文献２】特開２００４－１８７１４４号公報
【特許文献３】特許第３６６０１８０号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかし、シェーディング補正を行っても主走査方向の読み取り特性差や表裏の読み取り
特性差は存在する。従って、上記特許文献３に開示された技術では、表裏の読み取り部で
読み取った原稿画像の明るさを同じにすることはできたとしても、主走査方向の読み取り
特性差を低減することも、表裏の読み取り特性差を低減することもできない。
【０００９】
　上述のような、セキュリティ技術を取り込んだ紙ドキュメントの読み取りには厳密な面
内一様性が要求されるため、上記のような読み取り特性差を補正できない補正技術では対
応は不十分であり、また、原稿表裏で読み取り特性が大きく異なる場合にも対応できない
といった問題点があった。
【００１０】
　さらに、流し読みで両面原稿を読み取る際には、表面と裏面の読み取り値が異なること
で、白黒原稿の場合は濃度差、カラー原稿の場合は色差が発生することが問題となる。
【００１１】
　本発明の目的は、白基準部材に基づくシェーディング補正だけでは補正できない読み取
り特性差を低減することができる画像読取装置及び画像読取装置の制御方法を提供するこ
とにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記目的を達成するために、請求項１記載の画像読取装置は、原稿画像を読み取る読取
手段と、白基準部材を前記読取手段により読み取って得られたシェーディング補正のため
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のゲイン及び光源を消灯した状態における前記読取手段の出力値に基づくオフセットによ
って、前記原稿画像を前記読取手段により読み取って得られた原稿画像データに対してシ
ェーディング補正を行うシェーディング補正手段と、少なくとも２つの異なる濃度の濃度
パターンを有する濃度基準原稿を前記読取手段の主走査方向の複数位置にてそれぞれ読み
取って得られた読取データに基づいたゲイン補正値及びオフセット補正値によって、前記
読取手段の主走査方向の複数位置の読取特性差を低減するように前記シェーディング補正
のためのゲイン及びオフセットを補正するデータ補正手段と、を有することを特徴とする
。
【００１３】
　上記目的を達成するために、請求項２記載の画像読取装置は、原稿の表面画像を読み取
る第１の読取手段と、前記原稿の裏面画像を読み取る第２の読取手段と、白基準部材を前
記第１及び第２の読取手段のそれぞれにより読み取って得られたシェーディング補正のた
めの第１及び第２のゲイン並びに光源を消灯した状態における該第１及び第２の読取手段
それぞれの出力値に基づく第１及び第２のオフセットによって、前記原稿の前記表面画像
及び前記裏面画像をそれぞれ前記第１及び第２の読取手段により読み取って得られた第１
及び第２の原稿画像データそれぞれに対してシェーディング補正を行うシェーディング補
正手段と、少なくとも２つの異なる濃度の濃度パターンを有する濃度基準原稿を前記第１
及び第２の読取手段によりそれぞれ読み取って得られた読取データに基づいたゲイン補正
値及びオフセット補正値によって、前記第１及び第２の読取手段の読取特性差を低減する
ように前記第１のゲインと前記第１のオフセット及び前記第２のゲインと前記第２のオフ
セットの両方または一方のゲイン及びオフセットを補正するデータ補正手段と、を有する
ことを特徴とする。
【００１４】
　上記目的を達成するために、請求項３記載の画像読取装置の制御方法は、原稿画像を読
み取る読取手段を有する画像読取装置の制御方法であって、前記原稿画像を前記読取手段
により読み取る読取ステップと、白基準部材を前記読取手段により読み取って得られたシ
ェーディング補正のためのゲイン及び光源を消灯した状態における前記読取手段の出力値
に基づくオフセットによって、前記原稿画像を前記読取手段により読み取って得られた原
稿画像データに対してシェーディング補正を行うシェーディング補正ステップと、少なく
とも２つの異なる濃度の濃度パターンを有する濃度基準原稿を前記読取手段の主走査方向
の複数位置にてそれぞれ読み取って得られた読取データに基づいたゲイン補正値及びオフ
セット補正値によって、前記読取手段の主走査方向の複数位置の読取特性差を低減するよ
うに前記シェーディング補正のためのゲイン及びオフセットを補正するデータ補正ステッ
プと、を有することを特徴とする。
【００１５】
　上記目的を達成するために、請求項４記載の画像読取装置の制御方法は、原稿の表面画
像を読み取る第１の読取手段と、前記原稿の裏面画像を読み取る第２の読取手段と、を有
する画像読取装置の制御方法であって、前記原稿の表面画像を前記第１の読取手段により
読み取る第１の読取ステップと、前記原稿の裏面画像を前記第２の読取手段により読み取
る第２の読取ステップと、白基準部材を前記第１及び第２の読取手段のそれぞれにより読
み取って得られたシェーディング補正のための第１及び第２のゲイン並びに光源を消灯し
た状態における該第１及び第２の読取手段それぞれの出力値に基づく第１及び第２のオフ
セットによって、前記原稿の前記表面画像及び前記裏面画像をそれぞれ前記第１及び第２
の読取手段により読み取って得られた第１及び第２の原稿画像データそれぞれに対してシ
ェーディング補正を行うシェーディング補正ステップと、少なくとも２つの異なる濃度の
濃度パターンを有する濃度基準原稿を前記第１及び第２の読取手段によりそれぞれ読み取
って得られた読取データに基づいたゲイン補正値及びオフセット補正値によって、前記第
１及び第２の読取手段の読取特性差を低減するように前記第１のゲインと前記第１のオフ
セット及び前記第２のゲインと前記第２のオフセットの両方または一方のゲイン及びオフ
セットを補正するデータ補正ステップと、を有することを特徴とする。
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【発明の効果】
【００１６】
　請求項１記載の画像読取装置及び請求項３記載の画像読取装置の制御方法は、少なくと
も２つの異なる濃度の濃度パターンを有する濃度基準原稿を読取手段の主走査方向の複数
位置にてそれぞれ読み取って得られた読取データに基づいたゲイン補正値及びオフセット
補正値によって、読取手段の主走査方向の複数位置の読取特性差を低減するようにシェー
ディング補正のためのゲイン及びオフセットを補正する。これにより、白基準部材に基づ
くシェーディング補正だけでは補正できない主走査方向の読み取り特性差を低減すること
ができる。
【００１７】
　請求項２記載の画像読取装置及び請求項４記載の画像読取装置の制御方法は、少なくと
も２つの異なる濃度の濃度パターンを有する濃度基準原稿を第１及び第２の読取手段によ
りそれぞれ読み取って得られた読取データに基づいたゲイン補正値及びオフセット補正値
によって、第１及び第２の読取手段の読取特性差を低減するように第１のゲインと第１の
オフセット及び第２のゲインと第２のオフセットの両方または一方のゲイン及びオフセッ
トを補正する。これにより、白基準部材に基づくシェーディング補正だけでは補正できな
い表裏の読み取り特性差を低減することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、本発明の実施の形態を図面を参照しながら詳細に説明する。
【００１９】
　図１は、本発明の実施の形態に係る画像読み取り装置の構成を概略的に示す図である。
【００２０】
　図１において、画像読み取り装置は、自動原稿給送装置１００と、画像読み取り装置本
体１１７とから構成される。
【００２１】
　図２は、図１の画像読み取り装置によって実行される両面原稿読み取り処理の手順を示
すフローチャートである。
【００２２】
　以下、図１の構成を図２の動作と併せて説明する。
【００２３】
　まず、自動原稿給送装置１００において原稿トレイ１０１は原稿１０２を積載する。原
稿トレイ１０１の上方には、給紙ローラ１０３が設けられている。給紙ローラ１０３は、
分離搬送ローラ１０４と同一駆動源に接続され、その回転に連れて回転し、原稿を給紙す
る（ステップＳ２０１）。
【００２４】
　給紙ローラ１０３は、通常、ホームポジションである上方の位置に退避しており、原稿
のセット作業を阻害しないようになっている。給紙動作が開始されると、給紙ローラ１０
３は下降して原稿１０２の上面に当接する。給紙ローラ１０３は、図示しないアームに軸
支されているので、アームが揺動することにより上下に移動する。
【００２５】
　分離搬送従動ローラ１０５は、分離搬送ローラ１０４の対向側に配置されており、分離
搬送ローラ１０４側に押圧されている。分離搬送従動ローラ１０５は、分離搬送ローラ１
０４より僅かに摩擦が少ないゴム材等から形成されており、分離搬送ローラ１０４と協働
して、給紙ローラ１０３によって給紙される原稿１０２を１枚ずつ捌いて給紙する。
【００２６】
　レジストローラ１０６及びレジスト従動ローラ１０７は、分離部で給紙された原稿の先
端を揃えるものであり、静止したレジストローラ対のニップ部に向けて分離した原稿の先
端を突き当て、原稿にループを生じさせてその先端を揃える。そして、リードローラ１０
８及びリード従動ローラ１０９は、原稿を流し読みガラス１１６に向けて搬送する。流し
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読みガラス１１６の対向側には、プラテンローラ１１０が配置されている。
【００２７】
　この際、流し読みガラス１１６上（第１の画像読み取り部）を通過する原稿１０２の表
面の画像情報をＣＣＤラインセンサ１２６にて読み取る（ステップＳ２０２）。ＣＣＤラ
インセンサ１２６での原稿１０２の表面画像読み取りが終了すると、リード排出ローラ１
１１及びリード排出従動ローラ１１２は、原稿１０２をＣＩＳ（コンタクトイメージセン
サ）１２８側に搬送する。
【００２８】
　ジャンプ台１１５は、流し読みガラス１１６から原稿１０２をすくい上げるためのもの
である。ＣＩＳ１２８の対向側には、プラテンローラ１２７が配置されている。
【００２９】
　流し読みガラス１２９上（第２の画像読み取り部）を通過する原稿１０２の裏面の画像
情報をＣＩＳ１２８にて読み取る（ステップＳ２０３）。ＣＩＳ１２８での原稿１０２の
裏面画像読み取りが終了すると、排紙ローラ１１３は原稿を排紙トレイ１１４に排出する
（ステップＳ２０４）。
【００３０】
　画像読み取り装置本体１１７は、読み取り原稿面に対して光を照射するランプ１１９、
及び原稿１０２からの反射光をレンズ１２５及びＣＣＤラインセンサ１２６に導くミラー
１２０、１２１、１２２を有する。ランプ１１９及びミラー１２０は、第１ミラー台１２
３に取り付けられている。また、ミラー１２１、１２２は、第２ミラー台１２４に取り付
けられている。
【００３１】
　ミラー台１２３、１２４は、ワイヤ（図示せず）によって駆動モータ（図示せず）と結
合され、駆動モータの回転駆動により原稿台ガラス１１８と平行に移動する。原稿からの
反射光は、ミラー１２０、１２１、１２２を介してレンズ１２５に導かれ、レンズ１２５
によってＣＣＤラインセンサ１２６の受光部に結像される。ＣＣＤラインセンサ１２６は
、結像した反射光を光電変換し、入射光量に応じた電気信号を出力する。
【００３２】
　ＣＩＳ１２８も同様に、原稿１０２からの反射光を受光素子で光電変換し、入射光量に
応じた電気信号を出力する。
【００３３】
　上記構成を有する画像読み取り装置本体１１７では、原稿１０２を原稿台ガラス１１８
上に載置し、第１ミラー台１２３及び第２ミラー台１２４を副走査方向（図中右方向）に
移動させながら原稿を読み取る原稿固定読み取りモードを有する。
【００３４】
　また、第１ミラー台１２３及び第２ミラー台１２４を停止させた状態で、自動原稿給送
装置１００によって原稿１０２を搬送させながら、流し読みガラス１１６の位置で原稿を
読み取る流し読みモードを有する。
【００３５】
　この２つのモードで原稿を読み取ることができる。流し読みモードでは、流し読みガラ
ス１２９を介してＣＩＳ１２８により原稿１０２の裏面の画像情報を読み取ることもでき
る。
【００３６】
　図３は、本発明の実施の形態に係る画像読み取り装置の要部ブロック構成を示す図であ
る。
【００３７】
　ここでは、ＣＣＤラインセンサ１２６から出力される画像信号を処理する構成のみを示
すが、ＣＩＳ１２８から出力される画像信号も同様な構成を有する。
【００３８】
　図３に示すように、画像読み取り装置は、ＣＣＤラインセンサ１２６を駆動制御するた
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めのＣＣＤ駆動回路３０２、ＣＣＤラインセンサ１２６から出力されるアナログデータを
ディジタルデータに変換するＡ／Ｄ変換部３０３を備える。また、Ａ／Ｄ変換部３０３か
らの出力信号に対してシェーディング補正を含む画像処理を行う画像処理ＡＳＩＣ３０４
、画像データの１時保存用のＳＤＲＡＭ３０５を備える。
【００３９】
　画像処理ＡＳＩＣ３０４において、シェーディング補正を含む画像処理を行った画像デ
ータは、図示しない画像形成装置に送られる。
【００４０】
　ＣＣＤラインセンサ１２６及びＣＩＳ１２８のそれぞれから出力される画像データの画
素毎のばらつきを補正するシェーディング補正について説明する。
【００４１】
　まず、自動原稿給送装置１００によりシェーディング白板を給送し、ランプ１１９を点
灯させて流し読みガラス１１６上に存在するシェーディング白板を照射し、ＣＣＤライン
センサ１２６により読み取ることでシェーディングデータを得る。次に、シェーディング
白板をＣＩＳ１２８に内蔵されている光源により照射して、ＣＩＳ１２８により読み取る
ことで、同様にシェーディングデータを取得する。
【００４２】
　このようにして得られたＣＣＤラインセンサ１２６及びＣＩＳ１２８のシェーディング
データの各画素値が任意の目標値（例えば、輝度値で２４５）になるように、ゲイン値を
画素毎に調整する。このゲイン調整値をシェーディング補正データとして記憶しておく。
【００４３】
　ここで、シェーディング白板は面内で一様な濃度管理がされた白板であり、ＣＣＤライ
ンセンサ１２６の読み取り値を２５５とする基準白色板とは異なるものである。基準白色
板は、原稿表面の画像を読み取るＣＣＤラインセンサ１２６と原稿裏面の画像を読み取る
ＣＩＳ１２８で同じものを使用することが望ましい。
【００４４】
　しかし、ＣＩＳ１２８は自動原稿給送装置１００に取り込まれており、内部に基準白色
板を挿入するスペースがない場合があるため、このように基準白板とシェーディング白板
を別々に用意することが望ましい。
【００４５】
　続いて、ＣＣＤラインセンサ１２６とＣＩＳ１２８それぞれに対応するランプを消灯し
た状態で、各々のセンサから出力されるデータの各画素値（黒オフセット値）が任意の目
標値（例えば、輝度値で５）になるように画素ごとにオフセット調整する。この調整値を
オフセット調整値として記憶しておく。
【００４６】
　そして、画像処理ＡＳＩＣ３０４において、原稿の画像を読み取ることでＣＣＤライン
センサ１２６から出力される画像データに対して、記憶されているシェーディング補正デ
ータ及びオフセット調整値に基づいて画素ごとにゲイン調整及びオフセット調整する。こ
れによりシェーディング補正が行われる。
【００４７】
　このように、原稿の表面画像を読み取るＣＣＤラインセンサ１２６及び原稿の裏面画像
を読み取るＣＩＳ１２８の各々から出力される画像データに対して、上記シェーディング
補正が行われる。
【００４８】
　しかしながら、画像読み取り装置の各構成要素、つまり、ランプやガラス、レンズやミ
ラー等には製造ばらつきが存在する。さらに、原稿表裏画像読み取りに用いる光学系を異
なるものにした場合、シェーディング補正を行っても主走査方向での読み取り特性差は存
在し、さらに表裏画像読み取り装置間での読み取り特性差は顕著に表れる。
【００４９】
　従って、上記のようにシェーディング補正を行っても、主走査方向での読み取り特性及
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び表裏画像読み取り装置間での読み取り特性は若干異なることになる。
【００５０】
　（第１の実施の形態）
　そこで、本実施の形態では、主走査方向の読み取り特性差を軽減するために以下のよう
に処理する。
【００５１】
　図４は、図３の画像読み取り装置によって実行される補正処理の手順を示すフローチャ
ートである（その１）。
【００５２】
　図４において、まず、ＣＣＤラインセンサ１２６により上記したシェーディング白板を
読み取り、シェーディング補正データを取得する（ステップＳ４０１）。ＣＣＤラインセ
ンサ１２６により、図５に示すようなグレースケール等の中間調の階調パッチを複数個有
する補正用チャート（基準原稿）を主走査方向の各領域で読み込む（ステップＳ４０２）
。
【００５３】
　この基準原稿は読み取り輝度の面内ムラを補正する役割もあるため、シェーディング白
板と同様に各パッチの濃度は面内で一様である必要がある。補正用チャートを読み取るこ
とで得られる各濃度の階調パッチに対する画像読み取り輝度値をバックアップしておく（
ステップＳ４０３）。
【００５４】
　バックアップされた各濃度の階調パッチに対する輝度値に基づいて、主走査方向の各領
域それぞれに対するシェーディング補正データを補正するための補正係数を算出する（ス
テップＳ４０４及びＳ４０５）。
【００５５】
　図６は、図４のステップＳ４０３において、補正用チャートの５ヶ所ある階調部のうち
左端、中央、右端を読み取ることで得られる各濃度の階調パッチに対する画像読み取り輝
度値の具体例を示す図である。
【００５６】
　図６において、濃度とは各パッチの測定濃度を示しており、反射率は次式（１）で定義
される値を示している。
【００５７】
【数１】

【００５８】
式（１）において、Ｒは反射率、Ｄは濃度を表している。また、読み取り輝度値は、各パ
ッチを複数回読み取ることで得られる輝度値の平均値を示している。
【００５９】
　濃度と輝度の関係を知りたいときには一般的には濃度輝度曲線で示すが、ここでは濃度
の変わりに反射率と輝度の関係を図示すると図７のようになる。
【００６０】
　図７は、横軸に反射率、縦軸に輝度をプロットしたものだが、このように反射率と輝度
は線形関係にあるため、この線形関係を濃度リニアリティ特性と呼ぶことにする。ここで
は、ＲＥＤの場合のみを示しているが、ＧＲＥＥＮ、ＢＬＵＥも同様な傾向を示すため、
ＲＥＤを代表として取り上げている。
【００６１】
　図７に示すように、主走査方向においても濃度リニアリティ特性に差が生じてしまい、
この特性差は面内の読み取り輝度ムラに起因する。この特性差により、面内においても色
差（濃度差）が発生することになり、原稿に対する色（濃度）の再現性は低下してしまう
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ことになる。
【００６２】
　そこで、この主走査方向の読み取り特性差を低減する方法を以下に説明する。
【００６３】
　図４のステップＳ４０３でバックアップした測定データの全てを利用して、各パッチの
読み取り輝度をＣＣＤ側の面内及びＣＣＤ側とＣＩＳ側で合わせ込んでもよいが、その際
には、ルックアップテーブル（ＬＵＴ）などを参照する必要がある。その場合、回路規模
が大きくなり、参照用バックアップデータも莫大なものとなり、限られたメモリ資源では
実現が困難な場合がある。
【００６４】
　そこで、本実施の形態では、中間調の階調パッチのうち、低濃度側の１パッチ、高濃度
側の１パッチの計２パッチのみを用いて表裏読み取り輝度の合わせ込みを行うようにした
。ここでは、図６の具体例から、０．１５と１．７９の濃度のパッチを選択する。
【００６５】
　ステップＳ４０３でバックアップした濃度０．１５と１．７９の中間調パッチの読み取
り輝度データをＣＣＤラインセンサ１２６の主走査方向のそれぞれについて読み出す。
黒オフセット補正量、ゲイン補正係数の計算をＲＧＢ各色、各領域について行う。ここで
、
【００６６】
【表１】

【００６７】
　上記表１のように、各値を設定すると左端に対する中央のゲイン補正係数ａ及び黒オフ
セット補正係数ｂは次式により求めることができる。ゲイン補正係数ａ及び黒オフセット
補正係数ｂによりシェーディング補正のゲインとオフセットを補正することで、主走査方
向の中央の読取特性を、主走査方向の左端の読取特性に合わせ込み、中央と左端の読取特
性差を低減する。
【００６８】
【数２】

【００６９】
　このようにして主走査方向の読み取り輝度差を補正した時、読み取り輝度差が最大とな
る個所での補正前後で比較したものを図８に示す。
【００７０】
　図８からわかるように、シェーディング補正データの補正を行うことで、読み取り値の
差が減少し、補正前では最大２レベル程度の差があったのに対し、補正後は１レベル以下
まで改善できていることがわかる。即ち、高濃度部から低濃度部までの広い濃度範囲で表
裏の読み取り特性の合わせ込みができる。
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【００７１】
　以上に示したように、グレーの階調パッチの２パッチのみで容易に主走査方向の読み取
り特性差の軽減ができる。その結果として、主走査方向の色差あるいは濃度差の軽減を図
ることができる。
【００７２】
　（第２実施の形態）
　第１の実施の形態は、主走査方向の読み取り輝度差を低減する方法について述べた。そ
こで、本実施の形態では、表裏の読み取り輝度差を低減する方法について述べる。
【００７３】
　図９は、図３の画像読み取り装置によって実行される補正処理の手順を示すフローチャ
ートである（その２）。
【００７４】
　図９において、まず、ＣＣＤラインセンサ１２６、ＣＩＳ１２８の各々により上記した
シェーディング白板を読み取り、シェーディング補正データを取得する（ステップＳ９０
１）。
【００７５】
　次に、ＣＣＤラインセンサ１２６、ＣＩＳ１２８の各々により、図５に示すようなグレ
ースケール等の中間調の階調パッチを複数個有する補正用チャート（基準原稿）を読み込
む（ステップＳ９０２）。この基準原稿は読み取り輝度の面内ムラを補正する役割もする
ため、シェーディング白板と同様に各パッチの濃度は面内で一様である必要がある。
【００７６】
　補正用チャートを読み取ることで得られる各濃度の階調パッチに対する画像読み取り輝
度値を、ＣＣＤ側、ＣＩＳ側ともにバックアップしておく（ステップＳ９０３）。バック
アップされた各濃度の階調パッチに対する輝度値に基づいて、ＣＣＤ側、ＣＩＳ側それぞ
れに対するシェーディング補正データを補正するための補正係数を算出する（ステップＳ
９０４及びＳ９０５）。そして処理を終了する。
【００７７】
　図１０は、図９のステップＳ９０３において、補正用チャートを読み取ることで得られ
る各濃度の階調パッチに対する画像読み取り輝度値の具体例を示す図である。
【００７８】
　ここでは、図５に示すチャートの中央部の階調パッチの読み取り輝度を代表として挙げ
た。しかし、実際は表裏の各対応領域で以下に説明する方法を実行する必要があるが、各
領域に同じ処理を行えばよく、全て記載すると煩雑になるため割愛する。
【００７９】
　さらに、ＲＥＤの場合のみを示しているが、ＧＲＥＥＮ、ＢＬＵＥも同様な傾向を示す
ため、ＲＥＤを代表として取り上げている。また、ＣＣＤ側読み取り輝度値及びＣＩＳ側
読み取り輝度値には、各パッチを複数回読み取ることで得られる輝度値の平均値を示して
いる。
【００８０】
　図１１に示すように、面内においても表裏においても濃度リニアリティ特性に差が生じ
てしまい、この特性差は表裏読み取り輝度差に起因する。そこで、表裏読み取り特性差を
低減する方法を以下に述べる。
【００８１】
　図９のステップＳ９０３でバックアップした測定データの全てを利用して、各パッチの
読み取り輝度をＣＣＤ側の面内及びＣＣＤ側とＣＩＳ側で合わせ込んでもよいが、その際
には、ルックアップテーブル（ＬＵＴ）などを参照する必要がある。その結果、回路規模
が大きくなり、参照用バックアップデータも莫大なものとなり、限られたメモリ資源では
実現が困難な場合がある。
【００８２】
　そこで、本実施の形態では、中間調の階調パッチのうち、低濃度側の１パッチ、高濃度
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側の１パッチの計２パッチのみを用いて表裏読み取り輝度の合わせ込みを行うようにした
。ここでは、図８の具体例から、０．１５と１．７９の濃度のパッチを選択する。
【００８３】
　図１２は、図９のステップのＳ９０４及びＳ９０５で実行される補正係数算出処理の手
順を示すフローチャートである。
【００８４】
　図１２において、まず図９のステップＳ９０３でバックアップした濃度０．１５と１．
７９の中間調パッチの読み取り輝度データをＣＣＤラインセンサ１２６、ＣＩＳ１２８の
それぞれについて読み出す（ステップＳ１２０１）。
【００８５】
　黒オフセット補正係数、ゲイン補正係数の計算をＲＧＢ各色、各領域について行う（ス
テップＳ１２０２、Ｓ１２０３）。上記（２）、（３）式を使用する。具体値に対してシ
ェーディング補正データの補正を行う（ステップＳ１２０４）。その結果は、図１３のよ
うになる。そして処理を終了する。
【００８６】
　ＣＣＤ側の読み値とＣＩＳ側の読み値の差を補正前後で比較したものを図１４に示す。
図１４からわかるように、シェーディング補正データの補正を行うことで、読み取り値の
差が減少し、補正前では最大８レベル程度の差があったのに対し、補正後は最大でも３レ
ベル程度まで改善できている。即ち、高濃度部から低濃度部までの広い濃度範囲で表裏の
読み取り特性の合わせ込みができる。
【００８７】
　以上に示したように、グレーの階調パッチの２パッチのみで容易に表裏読み取り特性差
の軽減ができる。その結果として、表裏色差（表裏濃度差）の軽減も図ることができる。
【００８８】
　なお、以上の本実施の形態では、原稿表面画像読み取りにＣＣＤラインセンサ１２６を
用いた縮小光学系、原稿裏面画像読み取りにＣＩＳ１２８を用いた等倍光学系を使用した
場合を例に説明した。
【００８９】
　本実施の形態の構成とは逆に、原稿表面画像読み取りにＣＩＳ１２８を用いた等倍光学
系を採用し、原稿裏面画像読み取りにＣＣＤラインセンサ１２６を用いた縮小光学系を採
用してもよい。
【００９０】
　（第３の実施の形態）
　本実施の形態では、低濃度部、高濃度部からそれぞれ２パッチの計４パッチを選択した
場合の面内及び表裏読み取り特性の合わせ込みについて述べる。具体的には、図１０の具
体例から、低濃度部から０．１５と０．４５のパッチ、高濃度部から１．００と１．７９
の濃度のパッチを選択した場合の面内及び表裏読み取り特性の合わせ込みについて述べる
。
【００９１】
　図１５は、濃度リニアリティ特性を４パッチ濃度の４点で補正を行う際の概念図である
。
【００９２】
　図１５に示すように、４点で濃度リニアリティ特性を補正する場合には、黒レベルオフ
セット値を１点、ゲイン値を３通り設定する必要があることがわかる。つまり、任意のｎ
点（ｎは２以上の整数）では、１点の黒レベルオフセット値、n－１通りのゲイン値の設
定が必要となる。
【００９３】
　裏（ＣＩＳ）の読み取り特性を表（ＣＣＤ）の読み取り特性に合わせ込むためのＰＯＩ
ＮＴ１からＰＯＩＮＴ２間、ＰＯＩＮＴ２からＰＯＩＮＴ３間、ＰＯＩＮＴ３からＰＯＩ
ＮＴ４間でのゲイン補正係数ａ１～ａ３、黒オフセット補正係数ｂは、下表のように値を
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定めると次式（４）～（６）により求められる。
【００９４】
【表２】

  　 
【００９５】
【数３】

【００９６】
　なお、上記の計算はＰＯＩＮＴ１からＰＯＩＮＴ２の範囲、ＰＯＩＮＴ２からＰＯＩＮ
Ｔ３の範囲と、順を追って行うものとする。
【００９７】
　図１０の具体例に対して上記補正方法を用いて補正した結果を図１６に示す。また、Ｃ
ＣＤ側の読み値とＣＩＳ側の読み値の差を本願発明の補正前後で比較したものを図１７に
示す。
【００９８】
　図１７より、４点補正を行うことで、読み取り輝度値の差が減少し、補正前では最大８
レベル程度の差があったのに対し、補正後は最大でも３レベル程度まで改善できているこ
とがわかる。
【００９９】
　なお、上記実施の形態は、カラーでの読み取りの場合について述べたが、白黒の場合で
も全く同じ方法で表裏の読み取り特性差を減少させることができ、コピー原稿出力時に表
裏の濃度差を低減することができる。
【０１００】
　（第４の実施の形態）
　上記第１乃至第３の実施の形態では、主走査方向の読み取り特性及び表裏の読み取り特
性の合わせ込み方法について詳細に述べた。
【０１０１】
　しかし、同じ濃度のパッチであっても、原稿面の状態、つまり、原稿面に光沢があり「
つるつる」している場合と、原稿面に光沢がなく「ざらざら」している場合とによって、
読み取り特性が大きく異なってくる。
【０１０２】
　図１８は、原稿面に光沢がある原稿と光沢がない原稿での濃度リニアリティ特性を示す
図である。
【０１０３】
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　図１８（ａ）は、全濃度範囲における濃度リニアリティ特性を示し、（ｂ）は、その高
濃度範囲を拡大したものである。このように原稿面の特性により、濃度リニアリティが大
きく異なることがわかる。
【０１０４】
　従って、上記第１実施の形態で説明したように、表裏の読み取り特性の合わせ込みを行
う際に、さらに読み取る原稿面の特性に合わせて、黒オフセット値及びゲイン値の補正を
行うことで、より精度の高い表裏読み取り特性合わせ込みが可能となる。
【０１０５】
　図１９は、図３の画像読み取り装置によって実行されるモードごとの補正処理の手順を
示すフローチャートである。
【０１０６】
　具体的には、ユーザがどのような特性を持つ原稿を読み取らせるかをユーザインタフェ
ースの画面で選択し、選択された結果に基づいて読み取りモードを設定し、モードに応じ
た補正処理を行うフローチャートである。
【０１０７】
　ここでは、原稿の光沢の有無だけでなく、オフセット印刷された原稿、電子写真出力さ
れた原稿の４種類の原稿面特性から選択できる例を示している。さらに、黒オフセット値
及びゲイン値を任意に変更できる機構を有するような構成としてもよい。
【０１０８】
　図１９において、表面性を判断し（ステップＳ１９０１）、光沢がない場合は、光沢な
し原稿モードを選択する（ステップＳ１９０２）。光沢がある場合は、原稿種を判断する
（ステップＳ１９０３）。そして、原稿種に応じて、光沢あり原稿モード、オフセット印
刷原稿モード、電子写真原稿モードを設定する（ステップＳ１９０４乃至ステップＳ１９
０６）。最後に設定された各モードに応じて黒オフセット値補正処理ねゲイン値補正処理
を実行し（ステップＳ１９０７）、処理を終了する。
【０１０９】
　（第５の実施の形態）
　上記第１乃至第３の実施の形態では、表面画像読み取りと裏面画像読み取りの撮像素子
を備える光学系が、縮小光学系と等倍光学系で異なる場合について述べた。
【０１１０】
　本実施の形態では、表面画像読み取りと裏面画像読み取りの読み取り光学系の種類が同
じ場合、例として、２つのＣＣＤラインセンサを備えた縮小光学系を表裏読み取り装置と
して用いた場合について述べる。
【０１１１】
　画像読み取り装置の各構成要素、つまり、ランプやガラス、レンズやミラー等には製造
ばらつきがあるため、同じ種類の読み取り光学系を、原稿表裏の読み取りに用いた場合で
も、表裏画像読み取り装置間での読み取り特性は若干異なる。
【０１１２】
　図２０は、ＣＣＤラインセンサを備えた縮小光学系を表裏読み取りの双方に用いた場合
の表裏濃度リニアリティ特性を比較する図である。
【０１１３】
　このように、同じ光学系を表裏の読み取りに用いた場合でも、表面の読み取り特性と裏
面の読み取り特性は異なる。また、同じ面の原稿でも原稿台ガラス１１８でスキャンする
場合と、自動原稿給送装置１００を使用して流し読みでスキャンする場合でも、表裏の読
み取り特性は異なってくる。
【０１１４】
　従って、上記各実施の形態の表裏読み取り特性の補正に際しては、読み取りモードが異
なる場合、表裏画像読み取り装置が同じ場合、表裏画像読み取り装置が異なる場合等のい
かなる態様であっても、表裏読み取り特性差を高精度に合わせ込むことができる。またそ
のための構成も簡素なもので済む。
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【図面の簡単な説明】
【０１１５】
【図１】本発明の実施の形態に係る画像読み取り装置の構成を概略的に示す図である。
【図２】図１の画像読み取り装置によって実行される両面原稿読み取り処理の手順を示す
フローチャートである。
【図３】本発明の実施の形態に係る画像読み取り装置の要部ブロック構成を示す図である
。
【図４】図３の画像読み取り装置によって実行される補正処理の手順を示すフローチャー
トである（その１）。
【図５】補正用チャートを示す図である。
【図６】補正用チャート読み取り値の具体例を示す図である。
【図７】濃度リニアリティ特性を示す図である。
【図８】主走査方向の読み取り値合わせこみ前後の差分値を示す図である。
【図９】図３の画像読み取り装置によって実行される補正処理の手順を示すフローチャー
トである（その２）。
【図１０】補正用チャート読み取り値の具体例を示す図である。
【図１１】表裏濃度リニアリティ特性比較を示す図である。
【図１２】図９のステップのＳ９０４及びＳ９０５で実行される補正係数算出処理の手順
を示すフローチャートである。
【図１３】シェーディング補正用データの補正前後の輝度値変化を示す図である。
【図１４】シェーディング補正用データの補正前後の差分値を示す図である。
【図１５】濃度リニアリティ特性の４点補正概念図である。
【図１６】４点補正時の読み取り輝度変化を示す図である。
【図１７】４点補正前後の読み取り輝度差を示す図である。
【図１８】原稿に光沢がある場合とない場合の濃度リニアリティ特性を示す図である。
【図１９】図３の画像読み取り装置によって実行されるモードごとの補正処理の手順を示
すフローチャートである。
【図２０】表裏画像読み取り装置が同じ種類のものである場合の表裏濃度リニアリティ特
性を示す図である。
【符号の説明】
【０１１６】
１００　自動原稿給送装置
１１６、１１７　流し読みガラス
１２６　ＣＣＤラインイメージセンサ（読み取り手段）
１２８　ＣＩＳ（読み取り手段）
３０２　ＣＣＤ駆動回路
３０３　Ａ／Ｄ変換部
３０４　画像処理ＡＳＩＣ（画像補正手段）
３０５　ＳＤＲＡＭ
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【図１】 【図２】

【図３】

【図４】 【図５】
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【図６】 【図７】

【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】

【図１５】
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【図１６】 【図１７】

【図１８】 【図１９】
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【図２０】
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